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―平成23年度の概算要求を仕上げられたばかり

ですが、就任されて約1カ月しか経過していません、

環境省の行政の中でも非常に現場に近い印象の廃棄

物行政に取り組まれてまず感じられていることは― 
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―循環基本法ができて、日本の廃棄物行政にバッ

クボーンができました、環境基本法を頂点に法体系

が明確になった。循環という言葉が大きな流れとな

り、3Rの推進が廃棄物行政の要となりました。そう

いった廃棄物行政をとりまく環境の変化に対して来

年の産廃対策の重点策は― 
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―産廃にポイントを置いてということで話を伺い

ましたが、今までの行政経験からしますと、より一

歩現業に近い行政を担当されることになりましたが
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―今回の廃棄物処理法改正は、排出者責任の一元

化、優良化事業推進措置等々、実態に即応した改正

内容と高く評価されています。それだけに政省令の

施行は注目されていますが、現在の準備具合は― 

―優良化事業が始まってかなりの年月が経過しま

したが、数次にわたる法改正は廃棄物処理業者の規

制強化が優先されてきたきらいが強かった、今回の

改正は優良化事業への取り組みにインセンティブを

与える－ 

―歴代の部長さんに聞くのですが、廃棄物行政と

いうのは廃棄物の適正処理、リサイクル、加えて有

害廃棄物対策と非常に広角的な対応が必要であり、

さらに一般廃棄物、産業廃棄物とそれぞれに取り組

みの違いがありと精神的にも、肉体的にもタフでな

ければならない、そういった意味での対処方は― 

(聞き手 (株)環境産業新聞社 森本 洋) 



産業廃棄物課長就任にあたり
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－自動車産業は国を代表する

産業ではありますが、非常に目

まぐるしい変革と事業展開を強

いられているのが現状のように

思われます。そんな中で、廃棄

物対策はどう展開されているか

生産上からの動向と自動車リサ

イクル法という個別法に基づく

対応もありますが、先ず、生産

工程からの廃棄物対策について

の対応を

 



 

 

－業態によって排出に差があ

りますが 

－それでも数十万トンが千ト

ン台にということは 

 



－細かい努力といわれました

が 

－会員は大手企業ばかり 

－使用済車の昨年度の排出台

数は約380万台、補助金制度も

絡み今年も増加傾向と聞きます

が、自動車リサイクル法の適正

な運用に当たって需給動向は問

題にならないでしようか 

 



 

 

－自動車リサイクル法が施行

され5年が経過しましたが 

－その高コスト問題の対策に

ついては 

－いろいろお聞きしましたが

これからの問題としては 

(文責・(株)環境産業新聞社)



(技術部) 
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(技術部) 
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経営塾
 



 

 

 
 



 

（経営塾事務局）



 

 

 
 

 
 
 
 
 
 
 



 

 
 
 
 
 
 
 
 



 

 

（総務部） 

平成 22 年度廃棄物処理センター等 
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